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今、行ってみたい今、行ってみたい
　　　　　　沼津市　千本松原（沼津港）沼津市　千本松原（沼津港）

地域の活動　地域の活動　
　　　　　　　　すこやか沼津すこやか沼津
　　　　　　　　川根本町いきいきクラブ連合会川根本町いきいきクラブ連合会
　　　　　　　　シニアクラブ浜北シニアクラブ浜北

輝いています、今！輝いています、今！
　　　　　　　　吉田町さわやかクラブ連合会吉田町さわやかクラブ連合会
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皆
さ
ん
に
嬉
し
い
お
知
ら
せ
が

で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま

す
。
６
年
ほ
ど
前
に
吉
田
町
さ
わ

や
か
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
町
老
連
）

内
に
お
い
て
２
つ
の
単
位
ク
ラ
ブ

が
休
会
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
う
ち
の
１
つ
が
再
結
集
で
き
た

の
で
す
。
片
岡
西
地
区
に
あ
っ

た
堤
西
会
が
名
称
を
改
め
田
方

川
（
た
ん
ぼ
が
わ
）
会
と
し
て
で

す
。
こ
の
名
称
は
道
路
や
川
が
整

備
さ
れ
る
以
前
に
、
永
く
使
わ
れ

て
い
た
地

名
だ
そ
う

で
す
。
場

所
は
小
山

城
南
側
に

位
置
し
、

１
１
０
０

余
名
が
住

ん
で
い
る

地
区
で
す
。
休
会
と
な
っ
た
原
因

は
多
く
の
組
織
に
あ
り
が
ち
な

「
役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
」
こ

と
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け

は
、
こ
の
地
区
に
住
む
入
会
希
望

し
て
い
る
私
の
友
人
が
い
た
こ
と

で
す
。

　
「
申
し
込
む
と
こ
ろ
が
わ
か
ら

な
い
」。
寂
し
い
話
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

こ
の
間
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、

①
町
老
連
役
員
会
に
休
会
中
単
位

ク
ラ
ブ
の
再
結
成
を
提
案

②
関
係
す
る
役
員
で
取
り
組
み
を

相
談
、
実
行

③
自
治
会
へ
の
現
状
説
明

④
解
散
当
時
の
会
員
把
握

⑤
そ
の
中
で
役
員
経
験
者
な
ど
の

掌
握

な
ど
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

取
り
組

み
の
過
程

で
は
、「
町

老
連
直
轄

単
位
ク
ラ

ブ
」
も
考

え
ま
し
た

が
、
不
要

で
し
た
。

こ
の
地
に

は
話
が
わ
か
っ
て
お
ら
れ
る
方
々

が
お
り
ま
し
た
か
ら
。

　

私
は
き
っ
か
け
作
り
は
し
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
６
年
間
の
ブ

ラ
ン
ク
を
乗
り
越
え
て
再
結
集
に

ま
で
持
っ
て
こ
ら
れ
た
関
係
者
の

努
力
に
感
謝
で
す
。

　

会
員
17
名
で
の
再
出
発
で
す
。

温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

吉
田
町
若
手
委
員
長
　
松
浦 

久
美
男

田田た
ん
ぼ
が
わ

た
ん
ぼ
が
わ

方
川
方
川
会
に
再
結
集

会
に
再
結
集

輝
今
！！

い
て
い
ま
す

い
て
い
ま
す
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沼
津
市
の
北
西
部
に
広
が
り
、

愛
鷹
山
の
麓
に
位
置
す
る
愛
鷹
地

区
は
、
気
候
は
穏
や
か
で
駿
河
湾

を
見
渡
せ
る
景
観
に
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
毎
年
秋
に
開
催

さ
れ
、
41
回
目
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
た
「
愛
鷹
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
祭
り
」
が
昨
年
の
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
幼
稚
園
・
保
育
園
や
各
種

団
体
の
準
備
し
た
作
品
展
示
も
出

来
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
大
掛
か
り
で
は
な
く
、

三
密
を
避
け
、
１
団
体
１
週
間
の

予
定
を
組
み
、
愛
鷹
ち
ょ
こ
っ
と

美
術
館
」
と
銘
う
ち
、
展
示
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
団
体

は
30
ほ
ど
に
な
り
、
昨
年
11
月
か

ら
本
年
の
３
月
末
ま
で
の
長
き
に

亘
り
、
地
区
の
皆
様
の
眼
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
少
し
の
工

夫
と
少
し
の
手
間
を
か
け
る
と
楽

し
み
が
増
す
こ
と
を

感
じ
、
と
て
も
良
い

催
し
だ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

す
こ
や
か
沼
津
　
愛
鷹
支
部
　
渡
邊
　
稔

す
こ
や
か
沼
津
　
愛
鷹
支
部
　
渡
邊
　
稔

愛
鷹
ち
ょ
こ
っ
と
美
術
館

愛
鷹
ち
ょ
こ
っ
と
美
術
館

地 域 の
活 動

愛鷹支部連合会の展示・「元気で楽しく」　２月 16日〜 21日

愛鷹支部連合会きもの倶楽部の展示・「元気で楽しく」　2月 2日〜 7日
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川
根
本
町
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、
今
年
度
設
立
15
年
目
に

な
り
ま
し
た
。

　

10
年
前
に
は
、
30
ク
ラ
ブ
、

１
７
７
２
名
の
会
員
で
構
成
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
高
齢
化

や
役
員
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
大

き
な
要
因
と
な
り
、
年
々
会
員
数

が
減
少
し
て
、
令
和
３
年
度
に
は

８
ク
ラ
ブ
、
会
員
数
は
３
９
１
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

仲
間
が
減
っ
て
い
く
こ
と
は
寂

し
い
で
す
が
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た
す
た

め
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き

が
い
や
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

様
々
な
活
動
を
楽
し
み
な
が
ら
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
運

動
不
足
や
体
力
の
低
下
、
人
と
の

交
流
の
機
会
の
減
少
な
ど
が
心
配

さ
れ
る
、
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

県
や
町
で
計
画
さ
れ
て
い
た
事

業
も
中
止
が
相
次
ぎ
、
会
員
か
ら

は
存
続
も
危
惧
さ
れ
る
声
が
聞
こ

え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で

き
る
活
動
と
し
て
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し

た
。
ま
ず
は
体
験
す
る
こ
と
か
ら

始
め
、
そ
の
後
、
１
時
間
程
度
町

内
の
各
所
を
巡
り
ま
し
た
。
楽
し

み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
、
地
域
の

魅
力
の
再
発
見
、
会
員
同
士
の
交

流
の
機
会
と
な
り
、
大
変
好
評
で

し
た
。

　

今
後
も
新
し
い
生
活
様
式
を
取

り
入
れ
な
が
ら
、
介
護
予
防
や
生

き
が
い
づ
く
り
、
社
会
貢
献
な
ど

を
目
的
に
、
各
単
位
ク
ラ
ブ
で
の

加
入
促
進
や
魅
力
あ
る
活
動
の
推

進
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

川
根
本
町
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会

川
根
本
町
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会

健
康
づ
く
り
と
社
会
奉
仕

健
康
づ
く
り
と
社
会
奉
仕
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浜
北
区
は
政
令
指
定
都
市
・
浜

松
市
の
７
区
の
う
ち
の
１
区
で

10
万
を
越
す
人
口
を
有
し
、
天
竜

川
の
恩
恵
と
緑
豊
か
な
地
形
に
恵

ま
れ
、
発
展
を
し
続
け
て
い
る
地

域
で
す
。
そ
の
中
で
私
た
ち
の

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
57
ク
ラ
ブ
と

４
７
０
０
人
余
の
会
員
と
で
成

り
、
組
織
的
な
運
営
の
中
で
支
え

合
い
な
が
ら
、
楽
し
く
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
令
和
２
年
に
突
如

現
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

私
た
ち
の
生
活
と
活
動
の
自
由
が

奪
わ
れ
、
行
事
は
中
止
と
な
り
会

員
同
士
、
顔
を
合
わ
せ
る
事
も
し

ゃ
べ
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
そ
の

心
身
の
健
康
の
危
機
を
感
じ
ま
し

た
。
何
か
会
員
が
出
来
る
事
は
な

い
か
と
考
え
、
４
月
頃
か
ら
の
マ

ス
ク
不
足
に
対
し
「
自
分
の
命
は

自
分
で
守
ろ
う
」
と
男
女
共
自
分

の
マ
ス
ク
は
自
分
で
作
ろ
う
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
に
は
ぬ
り
絵
を
役

員
で
印
刷
を
し
、
１
人
３
枚
ず
つ

配
布
、
塗
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

水
車
の
あ
る
風
景
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
家
康
く

ん
の
３
枚
で
し
た
が
、
私
た
ち
の

想
像
以
上
に
工
夫
さ
れ
た
す
ば
ら

し
い
作
品
が
多
数
集
ま
り
役
員
一

同
感
動
致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ス
ク
と
ぬ
り
絵
を
２
年

度
唯
一
の
行
事
で
あ
る
作
品
展
の

会
場
に
展
示
し
、
入
場
者
に
お
願

い
を
し
人
気
投
票
を
し
て
頂
き
皆

さ
ん
と
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。
こ

れ
ら
上
位
の
作
品
を
交
流
セ
ン
タ

ー
と
区
役
所
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ

せ
て
頂
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

も
大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。
会
員

の
皆
さ
ん
の
脳
ト
レ
と
心
身
の
訓

練
に
少
し
は
お
役
に
立
っ
た
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
変
異
株
が
暴
れ
出
し

大
変
で
す
が
、
や
っ
と
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
目
処
が
立
ち
ま
し
た
。
一

日
も
早
い
終
息
を
祈
り
な
が
ら
、

会
員
の
皆
さ
ん
と
次
は
何
を
楽
し

も
う
か
と
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
こ

の
頃
で
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
浜
北
　
会
長
　
渥
美
　
み
つ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
浜
北
　
会
長
　
渥
美
　
み
つ

ぬ
り
絵
と
マ
ス
ク
と

ぬ
り
絵
と
マ
ス
ク
と
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令
和
２
年
11
月
17
日
（
火
）
～

18
日
（
水
）
に
山
形
県
山
形
市
に

お
い
て
第
49
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
が
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
開
催
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
後
日
、
全
国
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
者
に
は

表
彰
状
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
表

彰
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

◉
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
表
彰

　

大
嶋　

淑
嗣
（
前
県
老
連
副
会

長
・
元
す
こ
や
か
沼
津
会
長
）

　

藤
田
か
つ
太
郎
（
県
老
連
副
会
長
・

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
浜
松
市
会
長
）

◉
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

磐
田
市
「
藤
友
会
」　

◉
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

函
南
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

新
役
員
決
定
、新
体
制
ス
タ
ー
ト

　

県
連
合
会
の
評
議
員
、
理
事
並

び
に
監
事
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
３
年
６
月
２
日
（
水
）
に
開

催
さ
れ
た
評
議
員
会
に
お
い
て
、

新
た
な
評
議
員
、
理
事
並
び
に
監

事
が
選
任
さ
れ
、
評
議
員
会
終
了

後
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
理
事
会
に

お
い
て
、
会
長
と
副
会
長
の
選
定

を
行
い
、
新
た
な
体
制
が
発
足
い

た
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
役
員
の
体
制

は
、左
記
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

じてんしゃと　いつもともだち　へるめっと

※請求書につきましては、物品と一緒に同封させていただきますので届き次第お支払ください。
※送料と振り込み手数料はお客様負担にてお願いします。お問い合わせは事務局 ☎ 054-254-5225 まで

なつかしの愛唱歌集
700 円（税込み）

シニアクラブ静岡県事務局からお知らせ

『50 音順索引』と『唄い出し索引』が新たに追加され、『50 音順索引』と『唄い出し索引』が新たに追加され、
これまでよりも見やすくなりました。これまでよりも見やすくなりました。 収録は収録は189189曲!!曲!!

なつかしの愛唱歌集なつかしの愛唱歌集 大好評です‼大好評です‼
〜 懐かしのあの歌この歌、シニアクラブが編さんした歌集です 〜〜 懐かしのあの歌この歌、シニアクラブが編さんした歌集です 〜

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
表
彰
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令和 3 年度
シ ニ ア ク ラ ブ 静 岡 県 役 員

役員名 所属団体 ( 選出地区等）

会長 寺田　佳弘 磐田市

副会長 山崎　好信 富士宮市

片岡　宏之 藤枝市

藤田かつ太郎 浜松市

幸田　享子 女性委員会（浜松市）

常務理事 滝田　和明 県事務局

理事 海瀬　常明 伊豆の国市

田代　武満 御殿場市

小池　邦廣 沼津市

石川　一彦 賀茂郡（西伊豆町）

滝澤　義雄 焼津市

山本　義雄 島田市

鈴井　浩一 掛川市

杉浦　徹衛 湖西市

大津きせ子 女性委員会（伊豆市）

榊原　卓子 女性委員会（島田市）

鈴木　貞子 女性委員会（浜松市）

遠藤　耕輔 若手委員会（焼津市）

萩野紘一郎 若手委員会（清水町）

監事 勝山　明彦 （特非）静岡県介護支援専門員協会

影島　秀明 (福 ) 静岡県共同募金会

役員名 　 所属団体 ( 選出地区等）

評議員 増田　政男 下田市

小嶋　晟兄 伊東市

森　　朝子 熱海市

仲原　一芳 伊豆市

鎌野　公種 裾野市

近藤　明彦 三島市

梅津　史紀 賀茂郡（東伊豆町）

本田　博美 駿東・田方郡（函南町）

池谷　壙治 駿東・田方郡（清水町）

西川　武夫 牧之原市

岩根　政次 榛原郡（吉田町）

髙塚　晴雄 御前崎市

寺本　達良 菊川市

袴田　定男 袋井市

仲田　宗雄 浜松市

本堂　博子 女性委員会（三島市）

大石　清子 女性委員会（沼津市）

渡村　節子 女性委員会（焼津市）

山本　光子 女性委員会（湖西市）

加藤　克寿 学識経験者

髙橋　邦典 学識経験者

北詰　秀樹 学識経験者

榊󠄀原　昭雄 学識経験者



シニアクラブ通信 165 号（8）令和 3年 7月発行
令和3年使用

全国交通安全年間スローガン スピードは　視野も心も　狭くする

４名様以上のグループなら出張スマホ教室を開催いたします。
ご希望の方は、シニアクラブ静岡県（静岡県老人クラブ連合会）へお問い合わせください。

電話：054-254-5225　FAX：054-254-6510
Ｅメール：kenrou@ruby.ocn.ne.jp



（9）シニアクラブ通信 165 号 令和 3年 7月発行
令和3年使用

全国交通安全年間スローガン どこいくの　連れていってね　ヘルメット

スーパーには売っていない明治の宅配専用の商品です。
キャンペーン期間：2021年9月30日（木）まで

アレルギー物質（特定原材料等） 乳成分

【個人情報の取扱いについて】
お客様の個人情報は、（㈱明治は、㈱明治特約店選定するために使用し、㈱明治特約店に個人情報を提供したうえで、㈱明治特約店から無料サンプルをお届けさせて頂きます。
㈱明治特約店は、過去一年以内でのキャンペーンの応募の確認のほか、後日、DM送付や商品紹介の為に、本キャンペーン以外でお客様の個人情報を使用させていただく場合がございます。

※受付時間：月～金9:00～17:00　※一部お届けができないエリアもございます。

明治の宅配
キャンペーン 0120-035-369

普段の食事で不足しがちな栄養素をしっかり補いましょう。。

小松菜とひじき小松菜とひじき
のナッツ白和えのナッツ白和え

【作り方】
　1． 乾燥ひじきは水で戻す。ナッツは粗く砕く。人参は

 3cm 長さのせん切りにする。

　2． 小松菜はたっぷりの湯に塩小さじ 1（分量外）を加え、

 1 分茹でる。冷水にとり、水気を絞り 3cm 長さに切る。

　3． 人参・豆腐はそれぞれ 1 分茹で、ザルにあけ水気を切る。

　4．豆腐を崩しながらボウルに入れ、a を加え合わせる。

　5． 4 に、水気を切ったひじき・ナッツ・小松菜・人参を
 加えて和える。

◎小松菜・ひじき・豆腐は【鉄分】が豊富です。
さらに、小松菜には鉄分の吸収率を高める

【ビタミン C】、ナッツ類には鉄分を運ぶた
めに必要な【銅】も多く含まれています。

◎鉄分が不足すると疲れやすくなり、動悸・
息切れ・めまいを引き起こします。

◎夏は大量に汗をかくので、水分と一緒に
鉄分も失われます。水分・塩分の補給に加
えて鉄分もしっかりと補い、今年の夏を乗
り越えましょう！

健康レシピ健康レシピ
かんたんかんたん

おいしいおいしい
材料（4人分）
調味料【ａ】

すりごま 大さじ 2

砂糖 大さじ 2

酒 大さじ 1

醤油 大さじ 1/2

塩 小さじ 1/2

〈管理栄養士からのポイント〉

静岡ガス　料理教室・各種セミナー　受講生募集中！
エネリアショールーム静岡では、家庭料理からパン・お菓子作り、
シニア向けのスマホ教室や脳トレセミナーなど、多彩な講座を開講しています。
詳細はお気軽にお問合せください。
静岡ガス エネリアショールーム静岡　TEL：054-285-0267（9:30 ～ 17:00　水曜定休）

小松菜 1 束
（200ｇ）

絹ごし豆腐
1 丁

（200 ～
300 ｇ）

人参 1/2 本
（60 ｇ）

乾燥ひじき 5 ｇ

ナッツ類
（カシューナッツ・
くるみなど）

50 ｇ



シニアクラブ通信 165 号（10）令和 3年 7月発行

私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈西部版〉

令和3年使用
全国交通安全年間スローガン 手をあげて　じぶんでまもろう　いのちのあいず

  
ア
ツ
い
季
節
に
ス
イ
ス
イ
飲
め
る

水
出
し
煎
茶
の
作
り
方

　

令
和
３
年
も
つ
い
に
夏
に
突

入
！　

暑
く
な
る
と
わ
ざ
わ
ざ
急

須
か
ら
お
茶
を
１
杯
入
れ
る
の
も

面
倒
で
、
水
分
補
給
も
茶
葉
の
保

管
も
お
ざ
な
り
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
よ
ね
。

　

今
回
は
お
家
の
茶
葉
を
活
用
し

て
、
す
っ
き
り
と
し
た
味
の
美
味

し
い
水
出
し
煎
茶
を
入
れ
る
方
法

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
水
出
し
の
お

茶
を
飲
ん
で
暑
い
季
節
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

①水出し用煎茶ティーバッグを冷水ポットへ入れます。
　水 0.5 リットルにティーバッグ 1袋（5g入り）が目安です。
　※氷と一緒に入れても良いでしょう。

② 10 ～ 15 分たったらトングでティーバッグをしぼります。
　※水の場合、お湯と違って成分が出にくいので濃いめにしぼり出すと、
　　おいしくなります。

③充分しぼりきったらティーバッグは取り除きましょう。
　※冷蔵庫に入れておけばいつでもおいしく飲めますが、風味が変わらな
　　いうちになるべく早めにお飲み下さい。
　※冷茶を作る際に使用するお茶は一般的な煎茶などでも構いませんが水
　　でいれてもお茶の成分が溶け出しやすい「水出し用茶」をおすすめします。

お茶のいれ方

レシピ提供：静岡県（公式ホームページ・おいしいお茶の入れ方）
　　　　　　http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-340/cha/shizuokaocha/ochairekata.html



（11）シニアクラブ通信 165 号 令和 3年 7月発行
令和3年使用

全国交通安全年間スローガン 飲む前に　ハンドルキーパー　決めたかな

第 22 回熟年メッセージ大会作品募集のお知らせ
　人生を彩ってきた様々な感動や喜び、今だからこそ挑戦したいことや生きがいなど、今こそ熟年の元気
を発信しませんか。
●応募資格　県内在住で、ご自身を熟年と思う方（グループも可）
●募集テーマ　特に定めなし
●応募形式　文章：原稿用紙（《400 字詰め、A4判、縦書き》５枚以内）
　　　　　　　映像：10分以内（《映像はDVD、音声は CD》文章による応募が困難な場合のみ）
●応募期限　令和3年8月20日（金）当日消印有効

第 25 回すこやか長寿祭美術展作品募集のお知らせ
　高齢者の文化活動の促進とふれあいと生きがいづくりを目的に、高齢者の創作する作品を募集します。
｢ねんりんピックかながわ 2022｣ の選考会も兼ねます。
●応募資格　県内在住で昭和38年４月１日以前に生まれたアマチュアの方
●募集部門　日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真の６部門
●応募方法　出品申込書を提出
●応募期限　令和3年10月20日（水）当日消印有効
●出 品 料　１部門１作品2,000円

※詳しくは財団HPをご覧ください。
問合せ先　公益財団法人しずおか健康長寿財団　電話：054-253-4221



シニアクラブ通信 165 号（12）令和 3年 7月発行
令和3年使用

全国交通安全年間スローガン 免許証　返す勇気が　生むゆとり

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

文 

壇

・
亡
き
夫
と
ま
た
く
る
約
束
せ
し
下し

も

部べ

ひ
と
り
降
り
立
つ

無
人
の
駅
に

富
士
宮
市　

赤
池
智
慧
子

　

 

「
下し
も

部べ

」と
は
下
部
温
泉
の
こ
と
で
、夫
と
共
に
遊
び
、
再

び
訪
ね
る
こ
と
を
約
し
た
の
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が

叶
わ
な
い
。
無
人
駅
に
一
人
降
り
立
つ
こ
と
で
、
そ
の
寂
し

さ
を
噛
み
締
め
る
の
で
す
。

・
輪
切
り
み
か
ん
へ
連
れ
立
ち
て
来
る
目
白
っ
子
五
・
六
・

七
羽
わ
れ
を
遊
ば
す

藤
枝
市　

橋
本　

敏
子

・
摘
み
と
り
し
蕗
の
と
う
の
香
り
か
ぐ
夫
の
笑
顔
に
つ
ら

れ
て
笑
顔

小
山
町　

前
野
ち
よ
き

・
コ
ロ
ナ
に
も
酷
暑
に
も
負
け
ず
畑
起
し
涼
し
く
な
れ
ば

大
根
蒔
か
む

藤
枝
市　

大
石　

容
一

・
米
寿
越
し
孫
よ
り
受
け
し
十
年
日
記
白
寿
が
よ
ぎ
り
身

の
引
き
締
ま
る

掛
川
市　

遠
藤　
　

操

・
捨
て
が
た
き
記
憶
の
中
に
ゐ
る
人
等
す
く
な
く
な
り
ぬ

今
年
ま
た
逝
く

掛
川
市　

笠
原
八
代
恵

・
大
空
に
皇
帝
ダ
リ
ヤ
咲
き
み
だ
れ
見
上
げ
る
子
供
笑
顔

い
っ
ぱ
い　
　
　

静
岡
市
駿
河
区　

 

鎌
田
八
重
子

評

短
歌

・
枝
か
は
す
雑
木
の
こ
ず
ゑ
け
ぶ
ら
ひ
て
芽
吹
き
の
前
の

　

時
が
充
ち
ゆ
く

浜
松
市
南
区　

鈴
木　

寿
子

　

 

寒
さ
に
耐
え
て
生
命
力
を
高
め
増
や
す
の
が
「
ふ
ゆ

（
冬
）」、
そ
の
生
命
力
が
漲
り
張
り
詰
め
る
の
が
「
は
る

（
春
）」
と
い
う
語
源
説
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
季
節

の
変
化
、
躍
動
感
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
。

・
如
月
に
川
面
に
映
る
逆
さ
か
さ

竹だ
け

清
き
淀よ
ど

み
が
絵
画
の
ご
と
し

　

藤
枝
市　

浦
山　

い
し

　

 

春
浅
き
頃
、
川
岸
に
並
ぶ
竹
が
「
川
面
」
に
逆
さ
ま

に
映
る
様
子
を
「
清
き
淀よ
ど

み
」
と
表
現
し
ま
し
た
。
東
山

魁
夷
の
絵
画
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
で
、
こ
こ
か
ら
春
が
始

ま
る
よ
う
な
気
が
し
て
来
ま
す
。

・
入
院
の
夫
の
代
り
に
扇
風
機
あ
ち
こ
ち
廻
し
心
の
拡
散

袋
井
市　

杉
本　

昭
代

　

 

入
院
生
活
に
入
っ
た
不
安
は
本
人
ば
か
り
で
な
く
、

看
取
り
を
す
る
者
に
も
抑
え
が
た
い
も
の
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
。
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
思
い
を
行
動
を
以
て
発
散
し
よ

う
と
す
る
作
者
な
の
で
す
。

評評評

俳
句

・
初
日
記
老
々
介
護
か
ら
記
す

藤
枝
市　

大
石　

容
一

 　
「
初
日
記
」
は
一
月
一
日
の
日
記
。「
老
々
介
護
」
は
、

新
年
だ
か
ら
と
い
っ
て
休
み
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

作
者
は
日
常
を
淡
淡
と
表
現
し
て
、
現
在
の
高
齢
化
社
会

の
一
端
を
示
す
。
一
句
の
背
後
に
は
、
同
様
の
毎
日
を
送

る
多
く
の
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
日
本
社
会
の
抱
え
る
厳
し
い
現
実
。
明
日
は
我
が

身
・
我
が
家
か
も
知
れ
な
い
。

・
子
供
ら
の
斬
ら
れ
役
な
り
野
に
遊
ぶ

駿
東
郡
清
水
町　

 

伊
藤　

孝
一

　

 

私
が
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
は
、
男
の
子
は
チ
ャ
ン
バ

ラ
ご
っ
こ
、
女
の
子
は
ま
ま
ご
と
。
こ
の
句
を
拝
見
し
て
、

チ
ャ
ン
バ
ラ
ご
っ
こ
が
今
で
も
廃
れ
て
い
な
い
の
だ
と
何

と
な
く
ほ
っ
と
し
た
。「
斬
ら
れ
役
」は
作
者
の
伊
藤
さ
ん
。

颯
爽
と
棒
切
れ
の
刀
を
振
り
下
ろ
す
の
は
、
お
孫
さ
ん
で

あ
ろ
う
か
。
懐
か
し
い
光
景
で
あ
る
。

・
一
湾
の
は
が
ね
光
り
に
伊
豆
の
海三

島
市　

野
村　

生
子

　

 

「
は
が
ね
光
り
」
と
は
、
初
め
て
聞
く
言
葉
。
野
村
さ

ん
の
造
語
だ
ろ
う
か
。
い
か
に
も
「
伊
豆
の
海
」
ら
し
い

と
納
得
。
凪
の
「
伊
豆
の
海
」
が
、
一
枚
の
鋼
板
の
よ
う

に
光
り
輝
い
て
い
る
。
身
近
に
海
を
見
て
生
活
し
て
い
る

人
（
多
分
）
が
感
動
し
た
「
は
が
ね
光
り
」
の
海
で
あ
る
。

評 評 評



（13）シニアクラブ通信 165 号 令和 3年 7月発行
令和3年使用

全国交通安全年間スローガン

◇
選
者
の
先
生
の
ご
紹
介

　

短
歌　

柴し
ば
た
の
り
あ
き

田
典
昭
先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
県
歌
人
協
会
会
長
）

　

俳
句　

甲か

い

ゆ

う

し

斐
遊
糸
先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
県
俳
句
協
会
会
長
）

　

川
柳　

佐さ

の

ゆ

り

こ

野
由
利
子
先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
静
岡
市
川
柳
協
会
会
長
）

◇
「
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
」
投
稿
規
定

　
　

は
が
き
一
枚
三
句
（
首
）
以
内

　
　
（
ど
の
部
門
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◇
原
稿
の
締
切

　
　

令
和
3
年
９
月
30
日
（
木
）

◇
送
付
先

　
〒
４
２
０

−

０
８
５
６

　

静
岡
市
葵
区
駿
府
町
1 −

70

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
県

　

☎
０
５
４−

２
５
４−

５
２
２
５

川
柳

その先の　危険を教える　ハイビーム

・
老
人
は
増
え
て
会
員
減
っ
て
い
く

御
殿
場
市　

勝
俣　

正
弘

・
朝
刊
の
訃
報
気
に
な
る
老
夫
婦

藤
枝
市　

小
林　

晴
一

　

 

さ
り
気
な
い
日
常
茶
飯
事
を
、
五
七
五
に
認
し
た
た
め
て
下

さ
い
。
投
句
の
中
に
は
、
と
っ
て
も
良
い
句
な
ん
だ
け
ど

中
八
だ
っ
た
り
し
て
、
残
念
で
す
。
も
う
一
度
、
五
・
七
・

五
・
と
指
で
数
え
て
み
て
下
さ
い
ね
。

評 ・
何
し
て
も
二
人
で
一
人
老
い
の
坂

浜
松
市
北
区　

豊
田　

孝
介

 　

愛
慈
し
み
つ
つ
、
一
歩
一
歩
老
い
の
坂
を
登
っ
て
行

く
二
人
の
姿
が
見
て
取
れ
ま
す
。
夫
は
妻
に
、
妻
は
夫
に

寄
り
添
い
、
楽
し
い
老
後
を
送
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

・
全
開
の
蛇
口
で
流
す
今
日
の
う
つ

浜
松
市
北
区　

山
口　

英
男

　

 

今
日
の
鬱
は
、
今
日
の
う
ち
に
綺
麗
さ
っ
ぱ
り
水
に

流
し
ま
し
ょ
う
。
く
よ
く
よ
し
た
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
！

　

明
日
に
な
れ
ば
、
き
っ
と
良
い
事
が
待
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
。

・
横
文
字
が
飛
び
交
う
日
々
に
孫
だ
の
み

浜
松
市
西
区　

伊
藤　

芳
造

　
 

「
横
文
字
が
飛
び
交
う
」
っ
て
分
か
り
ま
す
。
歌
を
聴
い

て
も
、
新
聞
を
見
て
も
、
横
文
字
が
多
く
て
何
の
事
か
首
を

傾
げ
る
事
が
多
い
で
す
。
で
も
優
し
く
教
え
て
く
れ
る
お
孫

さ
ん
が
い
て
幸
せ
で
す
ね
。

・
足
湯
し
て
心
の
芯
も
生
き
返
る

下
田
市　

中
根　

卯
一

・
コ
ロ
ナ
禍
で
誰
も
が
願
う
日
常
を　沼

津
市　

秋
山　

一
江

・
豆
ま
き
は
孫
と
小
声
で
コ
ロ
ナ
～
外

藤
枝
市　

小
泉　
　

裕

・
永
田
町
失
言
症
が
徘
徊
し

吉
田
町　

横
田　
　

博

・
初
春
や
巣
ご
も
り
続
く
侘
び
住
居

浜
松
市
北
区　

吉
林　

寛
治

　

 
私
の
俳
句
の
師
大
野
林
火
先
生
は
、「
俳
句
は
『
い
ま
、

こ
こ
、
わ
れ
』
を
詠
む
も
の
」
と
常
に
言
わ
れ
て
い
た
。

ま
さ
に
コ
ロ
ナ
禍
の
「
い
ま
」
だ
か
ら
こ
そ
詠
ん
で
残
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
句
で
あ
る
。

・
遠
き
日
の
野
球
少
年
敬
老
日

磐
田
市　

牧
野　

圭
子

・
湯
通
し
の
若
布
み
ど
り
に
色
ひ
ろ
ぐ

熱
海
市　

能
勢　

陽
子

・
如
月
や
亡
き
児
と
遊
ぶ
夢
の
中

下
田
市　

中
根　

卯
一

・
ご
詠
歌
の
声
も
春
め
く
御
堂
か
な

御
前
崎
市　

山
本
脩
太
郎

・
恙
な
く
七
草
粥
の
煮
ゆ
る
な
り

浜
松
市
北
区　

山
口　

英
男

・
朝
月
の
厨
湯
気
た
つ
七
日
粥

富
士
宮
市　

今
村　

益
子

評・
日
に
何
度
郵
便
受
け
に
あ
る
魅
力袋

井
市　

小
林
ふ
く
子

　

 

今
日
手
紙
来
て
る
か
な
ぁ
と
、
ポ
ス
ト
を
覗
き
に
行

く
！
メ
ー
ル
よ
り
も
温
か
さ
が
通
じ
る
の
が
手
紙
の
魅
力

で
す
。「
日
に
何
度
」
と
い
う
所
に
、
待
ち
わ
び
る
心
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

評



私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈西部版〉

シニアクラブ通信 165 号（14）令和 3年 7月発行
令和3年使用

全国交通安全年間スローガン あせらない　次の青でも　いいじゃない

AA

BB

CC

D D E E 

クロスワードパズル

【応募の方法】はがきに答え（ＡＢＣの順に並べてできる言葉）、住所・氏名、電話番号をご記入の上ご応募ください。
正解者の中から抽選で 30 名の方に賞品を差し上げます。また、ご意見・要望もお書き添えください。なお、ご応募は
１人１通でお願いします。

【応募先】〒 420-0856　静岡市葵区駿府町 1-70　シニアクラブ静岡県「シニアクラブ通信」係
【締切】令和 3 年 9 月 30 日（木）（消印有効）当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

【タテ 1】人に言い聞かせて、あることをさせること。
【タテ 2】地中に打ち込んで目印や支柱にする棒。
【タテ 4】木で馬の形に作ったもの。
【タテ 6】暮らすこと。生活する様子。
【タテ 8】物事を種類・性質などのちがいによって分ける
	 こと。
【タテ 9】値打ちのある金属で、非常に重く、黄色いつや	
	 を持つもの。

タ
テ
の
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ヨ
コ
の
か
ぎ

前回の答え：トシハジメ
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過
日
、
森
喜
朗
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
組
織
委
員
会
会
長
が
、
女
性

蔑
視
と
受
け
止
め
ら
れ
る
発
言

に
よ
り
退
任
し
た
。
氏
の
発
言

が
女
性
差
別
と
し
て
炎
上
し
た

事
実
は
重
い
。
た
だ
、
日
本
語

で
の
発
言
が
内
外
に
即
刻
拡
散

し
た
こ
と
は
釈
然
と
し
な
い
。

　

個
人
や
集
団
の
な
か
に
存
在

す
る
違
い
を
、
区
別
と
受
け
止

め
る
人
も
差
別
と
し
て
反
発
す

る
人
も
お
り
、
区
別
と
差
別
の

違
い
に
は
曖
昧
な
処
が
あ
る
。

両
者
の
差
は
判
断
の
基
準
が
合

理
的
か
否
か
に
あ
る
と
い
う
が
、

合
理
性
の
判
断
は
誰
が
下
す
の

だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
褒
め
言
葉
で
も
相

手
が
不
快
に
思
っ
た
ら
差
別
に

な
る
と
い
う
。
テ
レ
ビ
で
い
じ

め
役
と
い
じ
め
ら
れ
役
の
差
別

的
な
ド
タ
バ
タ
劇
を
、
何
の
違

和
感
も
抱
か
ず
に
見
て
い
る
大

衆
も
い
る
。
一
方
、
多
様
性
を

尊
重
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
問

題
発
言
が
あ
る
と
、
日
本
は
進

歩
し
て
い
な
い
と
自
虐
的
に
批

判
す
る
不
寛
容
な
メ
デ
ィ
ア
や

知
識
人
も
い
る
。

　

会
話
で
相
手
の
気
分
を
損
ね

る
危
惧
が
あ
る
と
、
男
女
交
際

に
慎
重
で
臆
病
な
若
者
が
、
晩

婚
、
非
婚
、
ひ
い
て
は
少
子
化

の
遠
因
に
な
っ
て
い
る
か
も
知

れ
な
い
。
ま
た
、
幼
少
時
に
文

学
作
品
等
で
差
別
表
現
を
目
に

し
た
後
期
高
齢
者
の
な
か
に
は
、

昨
今
の
人
付
き
合
い
が
面
倒
で

貝
に
な
り
た
い
と
思
う
人
も
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
現
実

と
心
得
て
適
切
に
対
処
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

一
般
に
、
純
系
動
物
は
抵
抗

力
が
弱
く
、
ま
た
、
自
己
の
免

疫
寛
容
が
破
綻
し
た
場
合
に
は

リ
ウ
マ
チ
等
の
自
己
免
疫
疾
患

に
罹
り
う
る
。
昨
今
の
情
報
化

社
会
に
は
、
他
者
へ
の
責
任
転

嫁
や
批
判
を
繰
り
返
し
て
、
集

団
で
足
を
引
っ
張
る
傾
向
が
あ

る
。
近
年
、
こ
の
国
の
成
長
が

遅
滞
し
て
い
る
の
は
、
免
疫
不

寛
容
の
純
系
指
向
社
会
が
、
異

端
の
発
想
や
改
革
へ
の
挑
戦
の

芽
を
摘
ん
で
い
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

　

｢

異
質
と
の
出
会
い
は
進
歩

に
繋
が
る｣

と｢

言
い
た
い
人

に
は
言
わ
せ
て
お
け｣

が
信
条

の
筆
者
で
も
、
公
的
な
発
言
に

は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。

個
人
的
に
は
、
戦
前
教
育
の
残

滓
・
公
徳
心
が
頭
を
よ
ぎ
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
に
外
食
を
自
粛
し
て
い

る
が
、
こ
れ
が
居
酒
屋
談
議
の

舌
禍
封
じ
に
は
な
っ
て
も
、
頭

の
老
化
を
益
々
進
め
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

自転車も　車と一緒　その責任

私たちはシニアクラブ静岡県の活動を応援しています〈西部版〉

不
寛
容
な
社
会
の
行
方

不
寛
容
な
社
会
の
行
方

し
ず
お
か
健
康
長
寿
財
団	

理
事
長
　
佐
古	

伊
康
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渺
び
ょ
う
び
ょ
う々

た
る
駿
河
湾
に
沿
っ
て
約

10
㎞
の
千
本
松
原
は
、
白
砂
青
松

に
選
ば
れ
た
景
勝
地
。

　

か
つ
て
は
、
若
山
牧
水
や
井
上

靖
、
芹
沢
光
治
良
な
ど
の
日
本
を

代
表
す
る
文
豪
た
ち
が
こ
よ
な
く

愛
し
、
い
く
つ
も
の
新
し
い
文
学

を
作
り
だ
し
た
地
で
す
。

　

文
化
を
生
み
、
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
文
士
た
ち

を
次
世
代
に

伝
え
て
い
く

記
念
館
や
文

学
碑
が
沼
津

港
周
辺
の
千

本
浜
公
園
と

港
口
公
園
に
あ
り
、
文
学
の
足
跡
を

辿
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
壮
年
か
ら

半
生
を
沼
津
で
過
ご
し
た
若
山
牧
水

の
記
念
館
に
は
、
歌
風
の
真
髄
で
あ

る
浪
漫
的
至
純
の
歌
の
成
り
立
ち
か

ら
日
記
や
書
簡
な
ど
を
克
明
に
細
密

に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

活
気
に
満
ち
た
沼
津
港
は
、
駿

河
湾
か
ら
新
鮮
な
魚
が
水
揚
げ
さ

れ
、
そ
の
周
辺
で
は
地
魚
を
使
っ

た
お
寿
司
屋
や
魚
料
理
店
、
干
物

な
ど
の
海
産
物
の
お
土
産
物
屋
が

軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。
名
産
の
魚

の
干
物
は
、
お
い
し
い
沼
津
を
詰

め
込
ん
だ
お
土
産
と
し
て
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

地
上
30
ｍ
か
ら
富
士
山
が
眺
め

ら
れ
る
沼
津
港
大
型
展
望
水
門『
び

ゅ
う
お
』
は
、
内
港
と
外
港
を
結

ぶ
航
路
上
に
建
造
さ
れ
、
扉
体
は

幅
40
m
、
重
量
4
0
6
t
と
日
本

最
大
級
。
津
波
か
ら
住
民
を
守
る

津
波
対
策
と
し
て
の
水
門
に
展
望

回
廊
を
併
設
し
、
箱
根
連
山
や
南

ア
ル
プ
ス
の
3
6
0
度
パ
ノ
ラ
マ

の
眺
望
を
楽
し
め
る
沼
津
港
の
ラ

ン
ド
マ

ー
ク
と

し
て
人

気
が
あ

り
ま
す
。

珍
し
い

深
海
生

物
と
出

会
え
る
深
海
水
族
館
や
深
海
魚
料

理
を
楽
し
め
る
港
八
十
三
番
地
な

ど
、
食
の
恵
み
だ
け
で
な
く
、
自

然
や
歴
史
を
ゆ
っ
た
り
味
わ
え
る

居
心
地
の
よ
い
時
間
を
お
過
ご
し

い
た
だ
け
ま
す
。

　

沼
津
駅
か
ら
港
ま
で
、
環
境
に

優
し
い
Ｅ
Ｖ
バ
ス
が
運
行
し
て
い

ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
走
る
車
窓
か

ら
沼
津
の
街
並
み
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

つくろうよ　事故ない未来を　ぼくたちで

新しい静岡を発見 !!

行行ってって
みたいみたい

今

ぶらり散歩と
長い歴史に
ふれる旅

発
行

所
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【お問合せ】
〒 410-8601		
沼津市御幸町 16-1
沼津市役所	産業振興部
観光戦略課
Tel　055-934-4747

【沼津港までのアクセス】
JR 沼津駅南口から沼津
港行きバス約 15 分
『沼津港』下車


